
『正
法
眼
蔵
』

「法
華
転
法
華
」
と
論
義

―
特

に

「開

示
悟
入
」
を
め
ぐ

っ
て
―

は

じ

め

に

「
開

示

悟

入

」

と

い
う
仏

教

用

語

の

ル
ー

ツ
を

辿

っ
て
行

く

と
、

『
法

華

経

』

「方

便

品

」

に
行

き

当

た

る
。

諸
仏
世
尊
、
欲

令
下
衆
生
、
開

仏
知
見

、
使

得

清
浄

、
故
出

現

於
世

。
欲

示

衆
生
、
仏
之

知
見

、
故
出

現
世

。
欲

令

衆
生
、
悟

仏
知
見

、
故
出

現
世

。
欲

令

衆
生
、

入

仏
知

見
道

、
故
出

現

世

。

(
T
、
九
、
七
上
)

と

あ

る

の
が

そ

れ

で
あ

る
。

し

か

し
、

こ

の
箇

所

を

引

用

す

る
際

、

後

世

で

は
、

省

略

形

で
引

用

さ

れ

る

こ
と

が
多

い
。

「
為

令

衆

生

、

開

示

悟

入

、

仏

之

知

見

」

然

り

、

「威

令

衆

生

、

開

示

悟

入

、

仏

之

知

見

」

然

り

で
あ

る
。

私

は
、
従

来

、

道

元

禅

師

(
一
二
〇
〇
―

一
二
五
三
)

(以

下
道

元
と
略
称
)

の

「欲

令

衆

生

、

開

示
悟

入

」

と

い
う

引

用

は
、

「方

便

品

」

の
省

略

形

と
ぼ

か
り

思

っ
て

い
た

が
、

「論

義

」

を

見

て
そ

の
考

え

が
変

化

し

た

。

そ

し

て
、

今

回

は
、

こ

の
省

略

の
仕

方

の

パ
タ

ー

ン

を

分

析

す

る

こ

と

を
通

し

て
、

道

元

が

も

と

に

し

た

典

拠

を

比
定

し

た

印
度
學

佛
教
學
研
究
第
五
十
四
巻
第

一
号

平

成
十
七
年
十
二
月

石

島

尚

雄

い
と
思
う
。
(
1
)

一
、

「開
示
悟
入
」
と

「論
義
」

「論
義
」
の
中
で

「開
示
悟
入
」
に
つ
い
て
詳
論
を
展
開
し
て
い
る
の

は
、
文
字
ど
お
り

「開
示
悟
入
」
の
巻
で
あ
る
。
そ
の
撰
述
趣
旨
を
探

れ
ぼ
、
「開
示
悟
入
」
せ
る
仏
知
見
は
、
因
位

の
知
見
の
み
に
限
定
せ

ず
、
当
然

の
こ
と
な
が
ら
妙
覚
極
果
を
も

「開
示
悟
入
」
す
る
為
に
諸

仏
世
尊
は
出
世
し
た
の
だ
、
と
い
う
主
張
に
尽

き
る
。
そ
れ
は
そ
う
で

あ
ろ
う
。
た
と
え
教
化
せ
ら
れ
る
衆
生
の
方
が
未
熟
で
、
結
果
的
に
未

悟
に
終
わ
ろ
う
と
も
、
妙
覚
極
果
を

「開
示
悟

入
」
せ
し
め
る
為
に
出

世
し
た
の
だ
と
考
え
る
方
が
筋
が
通

っ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
私
が
問
題
に
し
た
い
の
は
、
こ
の
点
で
は
な
く
、

経
典
の
引
用
の
仕
方
で
あ
る
。
例
え
ば
、
「開
示
悟
入
」
の
巻
で
は
、

答
。
経
文
云
、
為

令
下
衆
生
、
開

示
悟

入

、
仏
之
知
見

。
(『冠
導
台

宗
二
百
題
』
巻
十
五
、

一
二
四
七
頁
、
「台
宗
二
百
題
」
巻
十
五
、
三
十
九

丁
表
)

2
1
3



『
正
法
眼
蔵
』

「法
華
転
法
華
」
と
論
義

(石

島
)

と

引
用

さ
れ

て

い
る

の

で
あ

る
が

、

『
法
華

経

』

は

こ

の
様

な
省

略

形

で

は

な

い

こ
と

は

既

に
述

べ
た

通

り

で
あ

る
。

し

か

し
、

日

本

天

台

の
み

な
ら

ず

、
中

国

天

台

も

こ
れ

に
関

し

て
は
大

同

小

異

で
、

為
令

衆
生
、
開

示
悟
入
、
仏

之
知
見

(『
法
華
文

句

』

T
、

三
四
、

三
八
中

な
ど
)

威
令
衆
生
、
開

示
悟

入
、
仏
之
知

見

(『
法
華
文

句
』

T
、

三

四
、
一
一

二

上
な
ど
)

と

あ

る

よ
う

に
、

『
法

華

経

』

の
経

文

と
違

い
、

「開

示

悟

入
」

と

い
う

省

略

形

で
引

用

さ

れ

る
形

が

定

着

し

て

い

る
。

ま

た
、

『
法

華

経

』

で

は

「欲

令

衆

生

」

と

な

っ
て

い
る

の
に
、
引

用

形

は
、

「為

令

衆

生

」

と

か

「威

令
衆

生

」

と

い
う

形

に
後

人

の
手

が
加

わ

り

変

化

し

て

い

る

の

が

そ

の
特

徴

で

あ

る

と

い
え

る
。

細

か

な

こ
と

で
あ

る

が

、

こ
れ

ら

は

看

過

で
き

な

い
事

柄

で
あ

る

。

こ

の
こ
と

に

留

意

し

て
先

に
考

察

を
進

め
よ

う

。
二

、

「
開

示

悟

入

」

と

『
正

法

眼

蔵

』

そ

れ

で
は
、

具

体

的

に

『
正

法

眼

蔵

』

の
原

文

に
当

た

っ
て
考

察

し

よ
う

。

「法

華

転

法

華
・」

の
巻

に
、

十
方
仏

土
中

者
法
華

の
唯
有
な
り
。

こ
れ

に
十
方

三
世

一
切
諸
仏

・
阿
耨

多

羅

三
貌

三
菩
提

衆

は
、
転
法

華
あ
り
、
法
華
転
あ

り
、

こ
れ

す
な
は
ち
、
本

行
菩
薩
道

の
不

退
不
転

な
り
、

諸
仏

智
慧
甚
深
無
量

な
り
、
難
解
難

入

の
安

詳
三
昧
な
り
。

あ
る

い
は
こ
れ
文
殊

師
利
仏
と
し

て
、
大
海
仏
土
な

る
唯
仏

与
仏
の
如
是
相
あ
り
、
あ
る
い
は
、
こ
れ
釈
迦
牟
尼
仏
と
し
て
、唯
我
知
是
相
、

十
方
仏
亦
然
な
る
出
現
於
此
あ
り
。
こ
れ
す
な
は
ち
我
及
十
方
仏
、
乃
能
知

是
事
と
、
欲
令
衆
生
開
示
悟
入
せ
し
む
る
一
時
な
り
。
(春
秋
社
本

『道
元

禅
師
全
集
』
第
二
巻
、
四
八
七
頁
)

と
あ
る
。
こ
の
中
で
、

「欲
令
衆
生
、
開
示
悟
入
」
の
部
分
に
つ
い
て
は

先
行
業
績

で
あ
る
水
野
弥
穂
子
氏
も
河
村
孝
道
氏
も

『法
華
経
』
「方

便
品
」
を
指
摘
し
て
い
て
、
道
元
が
要
約
し
て

「欲
令
衆
生
、
開
示
悟

入
」
と
し
た
よ
う
な
注
釈
を
つ
け
て
い
る
。
(
2
)

果
た
し
て
そ
う
で
あ
ろ
う

か
。
私
は
別
の
見
解
を
持

っ
て
い
る
。
と
い
う
の
は
、
「論
義
」
の

「開

示
悟
入
」
の
巻
を
見
る
限
り
、
道
元
の
出
生
以
前
に
、
既
に
省
略
形
の

「為
令
衆
生
、
開
示
悟
入
、
仏
之
知
見
」
の
形
が

『法
華
経
』
か
ら
の

引
用
で
あ
る
と
し
て
、
中
国
天
台
で
も
日
本
天
台
で
も
広
く
流
布
し
て

い
た
事
実
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
従

っ
て
、
「欲
令
衆
生
、
開
示
悟
入
」

と
い
う
省
略
形
は
道
元
が
鎌
倉
時
代
に
な

っ
て
は
じ
め
て
提
出
し
た
も

の
で
は
な
い
と
い
え
る
。
し
か
ら
ぼ
、
中
国
天
台
や
日
本
天
台
が
そ
の

ル
ー
ツ
か
と
い
う
と
、
『
台
宗
二
百
題
』
や

『法
華
文
句
』
等

の
天
台

三
大
部
を
見
る
限
り
、
「欲
令
衆
生
、
開
示
悟

入
」
の

「欲
令
衆
生
」

の
部

分

が

全

然

一
致

し

て

い
な

い

の
で
あ

る
。
(
3
)

そ

こ
で

こ

の
問

題

の
手

懸

か

り
を

探

し

て
、

「法

華

転

法

華

」

を
読

み
進

む
と

、

.

.

.
方
便
品

に

い
た

り

て
、
祖

い
は
く
、

と
ど
ま
る

べ
し
、

こ

の
経

は
も

と
よ
り
因
縁
出
世

を
宗

旨
と

せ
り
、
た
と
ひ
お
ほ
く
の
譬
諭

を
と
く
も
、

こ

れ
よ
り

こ
ゆ
る

こ
と
な
し
。
何
者

因
縁
と

い
ふ
に
、
唯

一
大
事
な
り
。
唯

一

2
1
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大
事
は
即
仏
知

見
な
り
、
開

示
悟

入
な
り
。
お

の
づ
か
ら

こ
れ
仏
之
知

見
な

り
、
已
具
知
見
、
彼

既
是
仏

な
り
。
な
ん
ぢ

い
ま
ま
さ
に
信
ず

べ
し
、
仏

知

見
者
ロ
バ
汝
自

心
な
り
。

か
さ

ね

て
し
め
す
偶

に
い
は
く
、
心
迷
法
華
転

、
心

悟
転

法
華

、
誦

久
不

明

己
、
与

義
作

讐
家

、
無
念

念
即

正
、
有

念
念
成

邪
、
有
無
倶

不

計

、
長
御

白
牛
車

。
.
.
.
。
経
文
、

あ
き
ら

か
に
な
ん
ぢ
に
む
か
ひ

て
い
ふ
、

無

二
亦
無
三
と
。
な
ん

ぢ
い
か
が
さ
と
ら

ざ

る
。
三
車

は

こ
れ
仮

な
り
、

昔
時

な

る
が
ゆ
え

に
、

一
乗

は
こ
れ
実

な

り
。
…

。
法
達

す

で
に
啓

発
を

か
う
ぶ
り

て
、
踊
躍
歓
喜

し

て
、

偶
を

呈

し
賛

じ

て
い
は
く
、
経
講

三

千
部
、
曹
渓

一
句

亡
、
未

明

出
世

旨

、

寧
歓

累
生
狂

。
羊
鹿
牛
権

設
、
初
中
後
善
掲
、
誰
知
火
宅
内
、
元
是
法
中

王
。

こ
の
偶
を
呈
す

る
に
、
祖

い
は
く
、
な
ん
ぢ

い
ま
よ
り
は
念
経

僧
と
な

づ

け

つ
べ
し
。

(春
秋

社
本

『
道
元
禅

師
全
集
』
第

二
巻
、

四
八
九
―

四
九

一
頁
)

と

あ

る

。

こ

の
箇

所

は

『
伝

灯

録

』

巻

五

か
ら

の
引
用

で
あ

る

こ

と

が

既

に
知

ら

れ

て

い
る

。
(
4
)

し

か

ら

ぼ

、

「欲

令

衆

生

、
開

示

悟

入

」

に
関

し

て

い
え
ぼ

、

何

も

教

家

の

「論

義

」

や

「
三
大

部

」

の

み

の
専

売

特

許

と

は

い
え

な

い

の

で
あ

る
。

し

か

も
、

慧

能

(六
三

八
―

七

一
三
)

と

い
う

同

じ

禅

家

で

も

か

な

り

上

古

の
祖

師

が
、

『
法

華

経

』

「方

便

品

」

を
拈

提

し

て

い
る

の

で

あ

る

。

そ

こ

で
禅

家

の

「方

便

品

」

の
拈

提

を

調

べ

て

み

る

と

、

果

た

し

て
、

長

水

子
睿

(
九
六

四
―

一
〇
三

八
)

の

「
『
首
楞

厳

義

疏

注

経

』

一
之
一
」

に
、

若
原

仏
本
意

、
唯
為

一
大
事
因
縁

。
欲

令

衆
生
、
開

示

悟

入
、

仏
之
知
見

。
錐

三

車
通
許

、
唯
賜

白
牛

。
但
為

一
乗
無

三

及

二

『
正
法
眼
蔵
』

「法
華
転

法
華
」
と
論
義

(石

島
)

也
。

(
『首
楞

厳
義
疏
注
経
』

一
之

一

〔首
榜
注
経
巻

一
上
、

一
丁

裏
〕
、

T
、

三
九
、
八

二
三
下
参
照
)

と

あ

る
。

如

何

で
あ

ろ

う

か
。

こ

こ

に

は

「欲

令

衆

生
、

開

示

悟

入

」

と
あ
る
の
で
あ
る
。
(
5
)

道
元
は
子
睿

の
こ
と
を
教
禅

一
致
説
を
と
な
え
る

も

の
と

し

て
夙

に
批

判

し

て

い

る

の

で
あ

る

が

、
(
6
)

子
睿

が

撰

述

し

た

『
首
楞

厳

義

疏

注

経

』

を
成

立

史

的

に

は

読

め

る

に
し

て
も

、

問

題

は

道

元

が

果

た

し

て
そ

れ

を

読

ん

だ

か

ど

う

か

で
あ

る
。

そ

の
こ

と

を
確

か

め

る
為

に
、

道

元

の

『
正

法

眼

蔵

』

を
精

査

し

て
み
た

。

果

た

し

て
、

「転

法
輪

」

の
巻

に
、

次

の
様

に
あ

っ
た

。

す

な
わ

ち
、

一
人
発

真
帰

源
、
十
方
虚
空

、
悉
皆
消
損
は
、
首
楞
厳
経

の
な

か
の
道

な

り
。

こ
の
句
、

か

つ
て
数
位

の
仏
祖
、

お
な
じ
く
挙
し
き
た
れ
り
。

い
ま
よ

り

こ
の
句
、
ま

こ
と
に
仏
祖
骨
髄

な
り
、
仏
祖
眼
晴
な
り
。
し
か

い
ふ
と
こ

ろ
は
、
首
楞
厳

経

一
部
拾
軸
、
あ

る

い
は
こ
れ
を
偽
経
と

い
ふ
、
あ

る
い
は

偽
経
に
あ
ら
ず

と

い
ふ
、
両
説
す

で
に
往
古
よ
り

い
ま

に
い
た
れ
り
。

旧
訳

あ
り
、
新
訳
あ
り
と

い

へ
ど
も
、
疑
著

す

る
と

こ
ろ
、
神
龍
年
中

の
訳

を
う

た
が
ふ
な
り
。
し
か
あ
れ
ど
も
、
い
ま
す

で
に
五
祖

の
演
和
尚

・仏
性
泰

和
尚

・

先
師
天
童
古
仏
、
と
も

に
こ
の
句

を
挙

し
き
た

れ
り
。

ゆ
え

に
こ
の
句
、

す

で
に
仏
祖

の
法
輪

に
転
ぜ

ら
れ

た
り
、
仏
祖

法
輪
転
な

り
。

こ
の
ゆ
え
に
、

こ
の
句
、
す

で
に
仏
祖
を
転

じ
、

こ
の
句
、
す

で
に
仏
祖
を
と
ぐ
。
仏
祖

に

転
ぜ

ら
れ
、
仏

祖
を
転
ず

る
が

ゆ
え

に
、

た
と

ひ
偽
経

な
り
と
も
、
仏

祖
、

も
し
転
挙
し
き
た
ら
ぼ
、
真
箇

の
仏
経

・祖
経
な
り
、
親
曾

の
仏
祖
法
輪
な
り
。

(春
秋
社
本

『道
元
禅
師
全
集
』
第

二
巻
、

一
八
三
頁
)

と

あ

る
。

し

か
ら

ぼ

、

道

元

自

身

偽

経

と

し

て
批

判

し

て

い

る

『
首
楞
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『正
法
眼
蔵
』
「法
華
転
法
華
」
と
論
義

(石

島
)

厳
経
』
を
も
、
「た
と
ひ
偽
経
な
り
と
も
、
仏
祖
、
も
し
転
挙
し
き
た

ら
ぼ
、

「真
箇
の
仏
経

・
祖
経
な
り
」
と
述
べ
て
研
究
し
て
い
る
の
で
あ

る
か
ら
、
『首
楞

厳
経
』
の
注
釈
書
と
し
て
最
も
有
名
な
子
睿

の

『首

楞
厳
義
疏
注
経
』
の
事
を
知
ら
な
い
な
ど
と
い
う
事
が
あ
り
得
る
だ
ろ

う
か
。
つ
ま
り
、
道
元
は
お
そ
ら
く

『首
楞
厳
義
疏
注
経
』
を
読
ん
だ

に
違
い
な

い
の
で
あ
る
。
子
塘
の

『首
楞
厳
義
疏
注
経
』
が
成
立
史
的

に
問
題
が
な
い
以
上
、
道
元
の

『正
法
眼
蔵
』
の
引
用
典
拠
た
り
得
る

か
ら
で
あ

る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
私
は
、
『正
法
眼
蔵
』
「法
華
転
法
華
」
の

「欲

令
衆
生
、
開
示
悟
入
せ
し
む
る

一
時
な
り
」
の
引
用
典
拠
は
、
「『首
楞

厳
義
疏
注
経
』

一
之
一
」

(T
、
三
九
、
八
二
三
下
)
で
あ
る
と
比
定
し
た

い
。

お

わ
り
に

今
回
、

「『正
法
眼
蔵
』
「法
華
転
法
華
」
と
論
義
」
と
題
し
て
、
「論

義
」
と
の
関
連
性
あ
り
と
の
作
業
仮
説
を
立

て
て
調
べ
て
き
た
の
で
あ

る
が
、
そ
の
作
業
仮
説
が
実
は
誤

っ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
し
か

し
、
誤

っ
た
作
業
仮
説
の
お
陰
で
、
「論
義
」
を
は
じ
め

「天
台
典
籍
」

で
は
、
既

に

「開
示
悟
入
、
仏
之
知
見
」
と
い
う
省
略
形
で

『法
華
経
』

「方
便
品
」
が
引
用
さ
れ
て
い
る
歴
史
的
事
実
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、
あ
る
時
は

「為
令
衆
生
.
.
.

」
、
さ
ら
に
あ
る
時
は

「威
令
衆

生
.
.
.

」

の
形

で
あ
る
こ
と
も
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

つ
ま
り
、
道

元

の

こ

の

「欲

令

衆

生

、

開

示

悟

入

」

の
引

用

が
、

「天

台

典

籍

」

の

系

統

で

は
な

い

と

い
う

確

信

を
持

つ
こ
と

が

で

き

た

。

こ

の

こ

と

は
、

日
本

天

台

の

「論

義

」
、

中

国

天

台

の

「
三

大

部

」

の
両

方

を

調

べ

て

初

め

て
得

ら

れ

た

も

の
で
あ

る
。

今

思

う

に
、

正

に
怪

我

の
功

名

だ

っ

た

の

で
あ

る
。

さ

て
、

顧

み

て
道

元

の

『
正

法

眼

蔵

』

「
法

華

転

法

華

」

の
撰

述

意

図

を
探

る
と

、

又
、

こ
の
経

に
よ
り

て
、
上
人

の
法
を
う

る
も

の
あ
れ
ど
も
、

い
ま
、
わ
れ

ら
が
高

祖
曹
渓
古
仏

の
ご

と
く
、

法
華
転

の
宗
旨

え
た
る
な
し
、

転
法
華

の

宗
旨

、

つ
か
ふ
あ
ら
ず
。

い
ま
、

こ
れ
を
き
き
、

い
ま
、

こ
れ
に
あ
ふ
、
古

仏

の
古

仏

に
あ

ふ
に
あ

へ
り
、
古
仏

土

に
あ
ら
ざ

ら

ん
や
。

よ
ろ

こ
ぶ

べ

し
、
.
.
.

(春

秋
社

本

『道

元
禅

師
全
集

』
第

二
巻

、
四
九
六
頁

)

と
述

べ

て

い
る

こ
と

に
尽

き

る
と

思

う

。

つ
ま

り

、

『
伝

灯

録

』

巻

五

に

も

と

つ

く
慧

能

と

法

達

の
故

事

に

お

け

る
慧

能

の

「心

迷

法

華

転

、

心

悟
転

法
華

、
…

有
無
倶
不

計
、
長
御
二
白
牛
車

」
と
い
う
偈
を

布
術
す
る
為
に
撰
述
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、

当
然
、
禅
家
に
お
け
る

『法
華
経
』
の
拈
提
が

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ

て
く
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
見
出
さ
れ
た
の
が
、
『首
楞
厳
義
疏
注
経
』

で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
そ
こ
で
、
述
べ
ら
れ
た

「欲
令
衆
生
、
開
示
悟
入
、

仏
之
知
見
」
と
い
う
用
語
は
、
見
事
な
ま
で
の

『法
華
経
』
の
省
略
形

に
よ
る
引
用
で
あ
る
。
こ
の
様
に
、
道
元
以
前

に
既
に

『法
華
経
』
の

省
略
形
に
よ
る
引
用
が
多
く
為
さ
れ
て
い
る
事
実
を
踏
ま
え
れ
ぼ
、
「法

2
1
6



華
転
法
華
」
の
巻

の

「欲
令
衆
生
、
開
示
悟
入
」
は
道
元
に
よ
っ
て
初

め
て
省
略
化
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
、
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
し

て
、
「転
法
輪
」

の
巻
の
道
元
の
語
を
踏
ま
え
れ
ぼ
、
道
元
は
、
『首
楞

厳
義
疏

注
経
』
か
ら

「欲
令
衆
生
、
開
示
悟
入
」
の
語
を
引
用
し
た
と

推
定
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
が

一
方
、
「論
義
」
で
は
、
「答
。
経
文
云
、
為

令

衆
生
、

開

示
悟

入
、
仏
之
知
見

。
即
是
為

令

衆
生
、
開

示
悟

入
、
妙

覚
極
果

。
荳
但
局

因
位

耶
」
(『冠
導
台
宗
二
百
題
』
巻
十
五
、

一
二
四

七
頁
、
「台
宗
二
百
題
」
巻
十
五
、
三
十
九
丁
表
)
と
あ
る
よ
う
に
、
そ
の
撰

述
意
図
は
、
因
位
に
限
定
せ
ず
、
妙
覚
極
果
を
開
示
悟
入
す
る
の
だ
と

い
う

こ
と
を
主
張
す
る
に
あ
る
。
従

っ
て
、
実
際
の
修
証
を
問
題
に
す

る
よ
り
も
、
教
理
学
的
な
正
邪
を
峻
別
す
る
こ
と
に
そ
の
主
眼
が
あ
る

の
で
あ

る
。

こ
の
様
に
、
道
元
は

『法
華
経
』
「方
便
品
」
を
拮
提
し
て

「心
悟

転

法
華

、
…

長
御

白
牛
車
」

と

い
い
、
修
証
の
こ
と
を
主
題

に

す

る

の
に

対

し

て
、

「論

義

」

で

は
、

同

じ

「
方

便

品

」

を
拮

提

し

て
、

教

理

学

的

正

邪

を

峻

別

す

る

こ
と

を
主

題

に
し

て

い
る

と

い
う

差

異

の
あ

る

こ
と

が

明

ら

か

に
な

っ
た

の
で
あ

る
。

1

私

が
最
初

に

こ
の
問
題

に
逢
着

し
た

の
は
、

「曹

洞
宗
総

合
研
究

セ
ン

タ
ー
宗

学
研
究

部
門
」
に
お
け
る
道
元
禅
師

の
出
曲
研
究

の
ゼ
ミ
に
お
い

て
で
あ

っ
た
。
そ

の
時
、
筆
者
が
提
出

し
た

ペ
ー
パ

ー
は
、
次

の
様

で
あ

『
正
法
眼
蔵
』

「法
華
転
法
華
」
と
論
義

(石

島
)

る
。

す
な
わ
ち
、

二
、
正
法
眼
蔵

・
法
華
・転
法
華

欲
令
衆
生

B

『
法
華
経
』
方
便

品

〔引
用
〕

欲

令

衆

生
、

開
示

悟

入

(春

秋
社

本

『
道

元

禅

師
全

集

』

第

二
巻
、

四
八
七
頁
)

〔出
典
〕

欲
令
衆
生

、
開

仏
知

見
、
使
得
清
浄
、
故
出
現
於

世
。
欲
示
衆

生
、
仏

之
知
見
、
故

出
現
世
。
欲
令
衆
生
、
悟
仏
知
見
、
故

出
現
世
。

欲
令

衆

生
、
入
仏
知
見
道
、
故
出
現
世
。

(法
華
経
、
方
便
品
、

T
、
九
、
七
上
、

国
訳
一

法
華
部
、

四

一
頁
)

〔引
用

の
書

き
下

し
〕

衆
生

を
し
て
開

示
悟

入
せ
し
め
ん
と
す

〔備
考
〕

欲

令

衆

生
、

開

示
悟

入

(
長
水

子
睿

、

首
楞

厳

義

疏

注

経

一
之

一
、

T
、

三
九
、
八
二
三
下
)

欲
令

衆
生
、
開
示
悟

入

(宗
密
、
大
方
広

円
覚

修
多
羅

了
義

経
略
疏
上

二
、

T
、
三
九
、
五
三
九
中

)

で
あ

る
。
し

か
し
、

こ
の
当
時
、

「論
議

」

の

「開

示
悟

入
」

の
巻

の
こ

と
を
知
ら

な
か

っ
た
。

よ

っ
て
、
文
字

上
は

一
致
し

て

い
た
も

の
の
、
道

元

が
批
判

し
て

い
た
長

水
子
睿

の
著

述

で
あ

っ
た

こ
と
か
ら
出
典

と
し
て

の
表

示
を
見
送

っ
た
経
緯
が
あ
る
。

2

水
野

弥
穂
子

氏

は
、
岩
波
文

庫
本

『
正
法

眼
蔵
』

(二
)

の
四
八

三
頁

補

注

に
て
、
『
法
華
経
』

「方
便
品
」
を
出
し

て
、

そ

の
省
略
形

で
あ
る

こ

と
を
示
唆

し

て
い
る
。
ま
た
、
河
村
孝
道
氏

は

『道

元
禅
師
全
集

』
第
二

巻

四
八
八
頁

で
、

「
.
.
.
欲
令
衆
生
、
開

示
悟

入

は
方
便

品
」

と
頭

注

2
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『正
法
眼
蔵
』

「法
華
転
法
華
」
と
論
義

(石

島
)

を

つ
け
て

い
る
。

3

例
え
ば
、
『
法
華
文
句
』

に
、

「欲
令
衆

生
威
得
聞
知
者
。
即
聞
思
両
慧

亦
信
法
両
行
。
収
無
量
帰

一
。

改
三
乗
教
理
。
六
番
破
無
明
等
。
諸
仏
道

同
開
示
悟

入
仏
之
知

見
。
故
言

一
切
世
間

難
信
之
法
也
。
」

(
T
、
三

四
、

三
三
中
)
と
あ

る
の
で
あ

る
が
、

こ
れ
を
第

一
出
典
と
す
る

に
は
や

や
無

理
が
あ
る
。

4

『
景
徳
伝

灯
録
』

巻
五

に
、

「
.
.
.
至

方
便
品
、
祖

日
、
.
.
.
何
者

因
縁
、
唯

一
大
事
。

一
大
事

即
、

仏
知
見

、
.
.
.
開

示
悟

入
、
自

是
仏

之

知
見
、
.
.
.
彼

既
是
仏

、
已

具
知
見
、
.
.
.
偶

日
、

心
迷

法
華
転

、

心
悟
転

法
華

、
誦
久

不
明
己
、
与
義
作
讐

家
、
無
念
念
即
正
、
有
念
念
成

邪
、
有

無
倶

不
計
、
長
御

白
牛

車
、
.
.
.
経
文

明
向

汝
道
、
無

二
亦
無

三
、
汝

何
不
省
、
.
.
.
賛

日
経
誦

三
千

部
、
曹
渓

一
句
亡
、
未

明
出
世

旨
、
寧
歌
累

生
狂
。

羊
鹿
牛
権
設

、
初
中

後
善
掲
、
誰
知
火
宅
内
、
元
是

法
中
王
。
祖

日
、
汝

今
後
方
可
名

、
為
念

経
僧
也
。
」

(
T
、
五

一
、

二
三

八
上
―

中
)

と
あ
る
。
尚
、

鏡
島
元
隆

監
修
、
曹

洞
宗
宗
学
研

究
所
編

、

『
道
元
引
用
語
録

の
研
究
』

一
六
七
―

一
七

一
頁
参
照
。

5こ
の
他
に
、
宗
密

の

「大
方
広

円
覚
修
多

羅
了
義
経
略
疏
上

二
」

に
も
、

「此
同
法
華
、
欲
令
衆

生
、
開
示
悟

入
」

(
T
、
三
九
、
五
三
九
中
)

と
あ

る
。

6

鏡
島
元

隆
、
『
道
元

禅
師

と
引
用
経
典

・
語
録

の
研

究
』

一
四
三
―

一

四
四
頁

に
、

「
.
.
.
前
章

で
明

ら
か

に
し
た

よ
う
に
、
円
覚
経

は
経
禅

一
致

を
唱
え

た
圭
峰
宗
密

の
所
依

の
教
典

で
あ
り
、
首
楞

厳
経

は
同

じ
く

教
禅

一
致
を
説

い
た
長

水
子
睿

の
所
依

の
経
典

で
あ

る
。
然

る
に
、
前

に

挙
げ

た
永
平

広
録

の
文

に
は
、

「時

の
人
。
楞

厳

・
円
覚

の
教
典

を

以
て

多

く
禅
門
所
依
と
謂

へ
り
。
師
常

に
之

を
嫌

ふ
」

の
割
註
が
見
え

る
よ
う

に
、

元
来
、
教
禅

一
致
家

の
所
依

の
経
典

で
あ

っ
た

こ
の
二
経

が
、
宋

代

に
い
た

っ
て
は
禅
家

の
所
依

の
経
典

と
見

な
さ
れ
る
ま

で
に

い
た

っ
た

の

で
あ

る
。

こ
の
こ
と

は
、
宋
朝
禅

に
お

い
て
は
、
教
外
別
伝

が
大

い
に
唱

え
ら

れ
た
反
面
、
宋
朝
禅

の

一
方

の
底
流

に

は
教
禅

一
致

を
唱

え
る
風
潮

も
存

し
た
こ
と
を
示
す

も
の
で
あ
る
。

こ
れ

は
、
教
禅
対
立

以
前

の
至
純

至
高

な
仏
法

に
立
脚
す

る
道
元
禅
師

に
と

っ
て
は
、

と
う
て

い
容
認
し
得

な

い
も
の
で
あ

っ
た
。
従

っ
て
、
道

元
禅

師
が
首
楞

厳
経

・
円

覚
経
を
排

遣

し
た
こ
と

は
、

二
経

に
よ

っ
て
代
弁

さ
れ
た
教
禅

一
致
説

を
排
遣

し
た

も

の
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
」

と
あ
る
。

〈キ

ー
ワ
ー
ド
〉

正
法

眼
蔵
法
華
転
法
華
、

台
宗

二
百
題
、
開

示
悟
入
、
法

華
経
方
便

品
、
首
楞

厳
義
疏

注
経

(曹
洞
宗
総
合
研
究
セ

ン
タ
―

宗
学
研
究
部
門
特
別
研
究
員
)
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(146) Abstracts

41. The Lotus Sutra and Dogen 

Eryu KAWAGUCHI 

42. Shobogenzo hokketenhokke and Rongi 

Takao ISHIJIMA

In the"Shobogenzo hokketenhokke"(正 法 眼 蔵,法 華 転 法 華)we find the

expression'yokuryo shujo kai ji go nyu"(欲 令 衆 生,開 示 悟 入). It have been

thought that Dogen(道 元)quotes this expression from the"Hokekyo hoben-

bon"(法 華 経 方 便 品). However, I wondered about this, and investigated a

number of sources. As a result, I believe that Dogen(道 元)quoted this ex-

pression from the Shoulengyan yishuzhujing(首楞 厳 義 疏 注 経)of Zixuan(子

睿).

43. Nichiren Shonin's Propagation of the Lotus Sutra through his Writings 

Gyokai SEKIDO 

Nichiren's attitude was to vigorously promote his ideas. Focusing on en-

gaging in as much communication as he could with his followers, he was a 

prolific letter writer, thus producing a great volume of writings. A collection 
of about 280 of his authenticated works are contained in the volume The 

Complete Works of Nichiren Shonin, co-authored by Dr. Hoyo Watanabe and 

Dr. Hosho Komatsu. This volume is upheld as the standard for present-day 
research on Nichiren Shonin. There are about 260 works in the collection 

that are classified as letters, although some of these are quite lengthy and 
could be considrered as treatises or theses. My purpose for this presentation 
is to try to classify these letters by purpose and subject. 

44. On the Disclosure of the Core Transmission Teachings of the Taiseki-ji 

School Found in Nichikan's Writings 

Mikio MATSUOKA
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